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牧草と園芸　第５４巻第４号（２００６年）

１　麦類の特色

　飼料用として利用される麦類は，食用と同じものが使
われることもありますが，茎葉が豊富で短期に多収が得
られ，耐倒伏性や耐病性に優れる等の形質で選抜され
た飼料作物専用の品種が主に使われています。
　大きく分けると，夏播きで短期多収な極早生エン
バク：スーパーハヤテ隼，夏播き，秋播きのどちら
でも利用できる極早生オオムギ：ワセドリ２条，寒
さに強く越冬性が極良のライムギ：春一番などがあ
ります。
　図１に日本標準飼料成分表（２００１年版）から引用
した，各作物のサイレージ乾物中のＴＤＮ含量（エ
ネルギー）を示しました。出穂期まではイタリアン
ライグラスが７０％前後と，秋・冬作物ではトップで
すが，刈遅れ開花期以降になるとＴＤＮ％の低下が
著しい事がわかります。一方，オオムギやエンバク
は，糊～黄熟期でもＴＤＮ％は，５５～６０％に維持さ
れています。これは，麦類は生育後期になるとイタ
リアンと同様に茎葉の飼料価値が低下しますが，栄
養価の高い子実割合が高まるためです。
　当社宮崎研究農場において，オオムギとイタリア
ンライグラスの特性を比較した結果が図２です。播
種期は早播き：１０月２０日と遅播き：１１月２４日の２
回，刈取りは，１回刈り区と，出穂前に１番草を早
刈りし再生収量を見た２回刈り区に分けて調査しま
した。１０月２０日播種ではイタリアンライグラス：タ
チムシャが１回刈り区と２回刈り区で最多収です。
極早生のワセドリ２条は，２回刈り区の１番草を３
月３日に収穫していますが，乾物率が高く，早春に
最も多収になる事がわかります。１１月２４日播種では
全般に低収になっており，これら３品種には大きな
差がありませんが，２回刈り区の１番草で，初期生
育が良いオオムギの収量性が高いことがわかりまし
た。これらの事から，①秋播き作物で多収を得るに
はそれぞれの播種適期を守ることが重要であること，

②早い播種期では，一回刈りでも多回刈りでもイタ
リアンが多収になること，③遅い播種期では草種の
差は小さくなること，④早春の収量性はイタリアン
よりオオムギが高いことがわかりました。
　麦類は一般に，イタリアンライグラスよりも種子
が大きく，低温での発芽・初期生育に優れる特色を
持っています。そのため，短期ではイタリアンライグ
ラスよりも多収となります。また刈遅れによる栄養
価の低下も少なく，子実収量も期待できます。また，
麦わらを思い浮かべてみるとわかるように茎が中空
で乾きが早く，乾物率も高いため予乾する時間が少
なくて済むことも大きな特徴です。さらに，残根量が
少ないので耕起作業を短時間で行うことができま
す。難点としては排水不良地での生育が悪い点です。

飼料用麦類の活用法

雪印種苗㈱　宮崎研究農場　山渕　　泰
府県向け

　図1　麦類とイアリアンライグラスのサイレージのＴＤＮ含量の推移
注：イタリアンライグラスの乳熟期と糊熟期の値は開花期と結実期の値である。
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　図2　オオムギとイタリアンの播種期別･刈取回数別の比較
（宮崎，2006）
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２　エンバク「スーパーハヤテ隼」

　極早生エンバク：スーパーハヤテ隼（写真１）は，
トウモロコシ収穫後に夏播きで出穂し年内に収穫で
きる利点があるため，その栽培が広まりました。１
年２作に更に１作増えることで年間の合計収量を増
やすことができました。
　とりわけイタリアンライグラスと混播すると，１
回の播種で年内にスーパーハヤテを，翌春にイタリア
ンライグラスを収穫できます。また，年内に収穫する
時点ではイタリアンライグラスの根が地表面を覆って
いるので，収穫するスーパーハヤテに土が付かない
メリットがあって，発酵品質の良いサイレージが調
製できます。特に晩秋になり冷え込みが厳しくなる
と，茎の糖含量が増加し，栄養価や発酵品質が高まり
ます。良質サイレージ調製の基本は高糖分と水分調
整ですが，その点，スーパーハヤテは市販品種の中で
最も出穂期が早く，乾物率が高まるので最適です。
　図３は年内収穫の成績です。１１月２８日では出穂直
後で乾物率が１５％弱で８００手，１２月１９日では登熟も
進み，乾物率が２０％，約１ｔの乾物収量が得られて
います。他社から新発売された品種Ａはスーパーハ
ヤテ隼より２週間晩生のため，乾物率が低く，倒伏
も甚大です。夏まきエンバクの選抜ポイントは極早
生・耐倒伏性が一番で，その結果乾物多収で良質な
サイレージ調製が可能となります。
　サイレージに調製せずに青刈りで給与する場合，
冬期間立毛で貯蔵する方法があります。この場合，
年内に出穂し茎がしっかりしていないと霜や雨風で
倒れ収穫できなくなってしまいますが，スーパーハ
ヤテなら出穂が早い分，播種がやや遅れたときにも
安心です。播種量と播種期は表１を参照にして下さい。

３　エンバク「ニューオールマイティ」

　ニューオールマイティ（写真２）は中生のエンバク

で従来の「前進」を強化する品種として登場しまし
た。耐倒伏性・耐病性が強化され，収量性も改善さ
れました。ニューオールマイティはスーパーハヤテ
隼より３週間晩生のエンバクで，茎葉多収，長期利
用や青刈りに適しています。秋播きでも春播きでも
利用性が高く，イタリアンライグラスを秋に播種す
ることができなかった場合などに，早春に播種する
と５月に青刈りで収穫でき，西南暖地では乾物で
１．２ｔ／１０ａを超えることもあります。

４　オオムギ「ワセドリ２条」

〈秋播き栽培〉
　極早生の２条オオムギ「ワセドリ２条」（写真３）は
早春から生育が旺盛で乾物率が高いので，秋播き翌

写真１　スーパーハヤテ隼

写真２　ニューオールマイティ

表１　麦類の播種適期と播種量

播種量播種適期栽培期間品種草種 東北南部関東西南暖地
６～８手／１０ａ
イタリアン：３，エンバク：３～４手

８中～８下８下～９中
９上～９中

９上～９下
９中～９下

夏播き年内獲り
夏播き翌春獲り

スーパーハヤテ隼
スーパーハヤテ（混播）

エンバク

６～８手／１０ａ
６～８手／１０ａ

１０中～１１中１０下～１１中
２下～３下

秋播き翌春獲り
春播き初夏獲り

ニューオールマイティエンバク

８～１０手／１０ａ
６～８手／１０ａ
イタリアン：２～３，オオムギ：３～４手

８下～９中
１０中～１１中
１０中～１１上

９上～９下
１０下～１１下
１０下～１１中

夏播き年内獲り
秋播き翌春獲り
秋播き翌春獲り

ワセドリ２条

ワセドリ２条（混播）

オオムギ

７手／１０ａ
イタリアン：３，ライコムギ：４手

１０中～１０下
１０中～１０下

１０中～１１中
１０中～１１中

１０下～１２上
１０下～１２上

秋播き翌春獲り
秋播き翌春獲り

ライコッコⅡ
ライコッコⅡ（混播）

ライコムギ

５～８手／１０ａ
イタリアン：３，ライムギ：３手

１０上～１１中
１０上～１１中

１０中～１２上
１０中～１２上

１０下～１２下
１０下～１２下

秋播き翌春獲り
秋播き翌春獲り

春一番
春一番（混播）

ライムギ
　図3　スーパーハヤテ隼の多収性と耐倒伏性（雪印宮研，2005）
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春獲りのイタリアンライグラスに混播すると早春の
収量性を高めたり，水分調整にも役立つなど利用性
の高い品種です。また，耐倒伏性も優れており，イ
タリアンの倒伏防止にも役立ちます。
　イタリアンライグラス「タチマサリ」が出穂期頃
には（乾物率：１５％），ワセドリ２条は乳熟期前後と
なり（乾物率：２５％），イタリアンの水分調整が可能
になります。また，茎が硬くなっているので予乾す
ると風通しが良くなり，イタリアンライグラス自体
の乾きも早くなる機能があります。その他，オオム
ギで発生が問題になるうどんこ病など葉病害にも強
い品種です。
〈夏まき栽培〉
　ワセドリ２条は極早生なのでスーパーハヤテのよ
うに夏播き年内獲りでも栽培することができます。
スーパーハヤテより収量性はやや低いですが，エン
バクよりスリムで直立型の草姿のため，混播したイ
タリアンライグラスにも光が良く透過して，生育を
抑制することが少なく，イタリアンライグラスと混
播の相性が良い品種です。

５　ライムギ「春一番」

　ライムギは吸肥力が強く，痩せ地でも多収となる
作物です。イタリアンや他の麦類と比べて，低温発
芽性や伸長性が抜群に優れており，０寿以上あれば
生育します。このため西南暖地では冬期間のほとん
どいつでも播種が可能で冬枯れの心配がありません。
　イタリアンライグラスの播種が遅れた場合に春一
番（写真４）を混播することによって，発芽と初期
生育の早い春一番の下でイタリアンライグラスが生
育し，凍障害から守ることができます。また，予想
以上に寒さが厳しく，イタリアンライグラスが冬枯
れしたとしても，春一番で収量を補うことができる
ので飼料生産の危険分散に役立ちます。
　刈り遅れると嗜好性が急激に低下することがあ
り，特に肥沃な土壌ほど出穂期以降低下しやすい傾
向がみられるので，早めの収穫をお勧めします。

６　ライコムギ「ライコッコⅡ」

　ライコムギはコムギとライムギの属間雑種で，耐
倒伏性の極めて優れるコムギの能力と耐寒性に優れ
るライムギの能力を受け継いでいます。ライコッコ
Ⅱ（写真５）はイタリアンライグラスと混播するこ
とで，イタリアンライグラスの冬枯れ防止と倒伏防
止に効果が認められています。収穫適期は出穂期前
後ですが，ライコムギの登熟は他の麦類に比較して

遅く，栄養成分の低下が緩やかなので，刈り遅れの
心配がありません。

まとめ

　麦類はイタリアンライグラスに比べて，ＴＤＮ％は
６０％前後と低めですが，刈遅れてもその低下が少な
く，早春から生育旺盛で早期多収がねらえます。また
イタリアンライグラスとの混播で，乾物収量の増加や倒
伏の予防，冬枯れ防止や水分調整効果が期待できる
などの利点があります。麦類を上手に利用し，秋から
冬にかけての自給飼料の増産に役立てましょう。

写真３　ワセドリ２条

写真４　春一番

写真５　ライコッコⅡ


